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１．研究計画の概要 
 医学生が身体診察能力を効果的に習得で
きる画期的な学習方式の開発を目的として、 
(1) 身体診察に関する従来の学習方式の転換
の提案 
(2) 異常所見や鑑別診断と身体診察手技を組
み合わせた学習教材・試験問題の雛形の開発 
(3) 診察の「型」と「思考過程」を同時に学
ぶ学習カリキュラムの提案と試用 
(4) 国際的な利用に耐える研究成果の開発       
を計画した。 
 
２．研究の進捗状況 
(1) 研究協力者 
 海外の研究協力者として、米国イリノイ大
学シカゴ校医学教育学部門のジョージ・ボダ
ージ氏とレイチェル・ヨドコフスキー氏、日
本国内では、東京大学医学教育国際協力研究
センター講師の錦織 宏氏をはじめとする若
手臨床指導医や研究者の協力を得た。 
 
(2) 学習教材・実技試験問題の開発 
①身体診察教育に関する資料の検討 
 身体診察の各種教材などを収集し、検討し
た。 
②学習教材と実技試験問題の作成 
 上記(1)および(2)を参考に、学生実習用教育
プログラムと実技試験問題を作成した。 
③模擬患者と評価者の養成 
 開発した学習教材と実技試験問題に必要
な模擬患者を養成した。 
 
(3) 学習教材・実技試験問題の検討 
①共同研究者間での検討 
 学生実習用教育プログラムと試験問題に

ついて、研究協力者と共に妥当性を検討した。 
②模型やシミュレーターについての検討 
 模型・シミュレーターの種類、機能、妥当
性などを検討し、改良を繰り返した。 
③各臨床領域の専門家による検討 
 開発した学習教材と実技試験問題を各臨
床領域の専門家に提示し、臨床的妥当性など
について意見を求た。 
④イリノイ大学の視察 
 イリノイ大学を視察し、研究協力者と打ち
合わせを行い、模型の開発などについて検討
した。 
 
(4) 学習教材・実技試験問題の試用 
①評価者の養成 
 実技試験の評価マニュアルを作成し、各領
域の臨床医を評価者として養成した。 
②実技試験の実施 
 実技試験を実施し評価結果を解析した。受
験者の学習行動などに関するアンケート調
査を行った。 
 
(5) ワークショップの計画と実施 
 開発した学生実習用教育プログラムの改
善と普及を目的としたワークショップを計
画し、医学生や研修医、さらには指導医を対
象に実施した 
 
(6) 研究成果の発表 
①研究成果を日本医学教育学会やヨーロッ
パ医学教育学会の年次大会で発表した。 
②一連の研究活動を論文にまとめ、医学教育
領域の国際雑誌であるmedical education誌
に投稿し、受理された。 
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(7) 学生実習用教育プログラム普及のための
ビデオ作成 
①普及のためのビデオ作成 
 開発した学生実習用教育プログラムの指
導の様子をビデオに撮影し DVD を作成した。 
②英語版ビデオ作製の準備 
 国際学会などでの発表に使えるよう、この
ビデオを英語に翻訳することを検討した。 
 
(8) 教育効果の検討 
 学生実習用教育プログラムの効果を実験
的な実習で測定する方法を検討した。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
 研究成果や関連資料の翻訳（和⇔英）や、
学習効果の測定については、当初の計画より
もやや遅れている。しかし、その他について
は、当初の計画にほぼ沿った形で進行し、
DVD の作成など、当初の計画よりも発展し
ている部分もあり、成果の発表も順調に進ん
でいる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 本研究では、医学生が身体診察能力を効果
的に習得できる画期的な学習方式を国際共
同研究として開発してきた。今後は、この開
発を更に発展させつつ、その内容の公開を進
めて普及を図り、またその質や効果に関する
検証を推進する予定である。具体的には以下
の各事項を目指す。 
(1) 本研究で開発した身体診察学習方式の国
内・海外での公開 
(2) (1)による学習教材・試験問題を網羅的で
標準的な構成に拡充 
(3) これら学習教材・試験問題の質の多角的
な検討と改良 
(4) 開発した学習教材の効果の多角的な検証 
(5) 卒業時 OSCE（客観的臨床能力試験）や
医師国家試験 OSCEへの応用の検討 
 
５．代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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指導者用 DVD：「HDPE 鑑別診断を考えながら
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